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------- 第１回日露産官学連携実務者会議の概要 ------- 
 
１． 会議の名称 

第１回日露産官学連携実務者会議  
 
２． 主催・共催 

主催 国立大学法人北海道大学  
共催 国立大学法人新潟大学 

 
３． 開催期間 

平成 31（2019）年 2月 28日（木）（1日間） 
午前：［第１部］採択校活動状況報告会 
午後：［第２部］全体会議（日露の経済協力に資する人材育成の推進に関するグッド 

プラクティスの共有） 
４． 開催場所 

東京都（筑波大学東京キャンパス文京校舎）  
〒112-0012 東京都文京区大塚３丁目２９−１ 

 
５． 主催事務局 

〒060-0808 札幌市北区北 8西 5丁目 
北海道大学国際部国際連携課国際戦略担当  
電話：011-706-4412･4413  
E-mail: pfrussia@oia.hokudai.ac.jp 

 
６． 開催の経緯 

平成 29 年度に北海道大学が新潟大学と共に申請し採択に至った世界展開力強化事業
（タイプＢ：プラットフォーム構築プログラム）では、北海道大学が推進する「極東・
北極圏の持続可能な環境・文化・開発を牽引する専門家育成プログラム」（＝RJE3プロ
グラム）、及び新潟大学が推進する「日露の経済・産業発展に資するグローバル医療人
材育成フレームワークの構築」（＝G-MedExプログラム）を背景に、それぞれ、企業や
自治体、銀行等とともに人材育成を行う「地域コンソーシアム」を形成してきました。 

また、全国の世界展開力強化事業採択校においては、地域的特性やロシアとの長年の
協働経験をもとにした人材育成に係るグッドプラクティスが蓄積しており、事業採択校
が 1年に一度参集をして各校の取り組みの情報共有、意見交換を行ってまいりました。 

経済協力等に資する人材育成推進体制を構築する足掛かりとして平成 30 年 5 月に開
催された第１回日露大学協会総会（第７回日露学長会議）では、初の日露学生フォーラ
ムが同時開催され、日露の各大学から選出された優秀な学生が一同に会し、より具体的
に人材育成を推進するための提言が行われました。 
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こうした状況の中、各大学の持つ人材育成に係るグッドプラクティスを広く各界で共
有すべく、大学、企業、自治体や銀行等、及び学生が一堂に会し、今後の展開に向けて、
全国各大学における日露交流の取り組みを共有する機会として、本会議を開催すること
としました。 

 
７． スケジュール 

 
 
８． 参加規模 

国内大学実務者  世界展開力強化事業採択校及び日露大学協会加盟大学等から80名程度
（予定） 

ロシア大学実務者 日露大学協会加盟校等から 10名程度（予定） 

2月 28日（木） 会場 1（メイン会場） 会場 2（サブ会場） 会場 3（企業・団体ブース） 
午前中 ［第１部］ 

採択校活動状況報告会 
大学の世界展開力強化事業の
採択校以外の大学や企業等も
陪席。 
・挨拶 
・H26年度採択校より、5年間
の活動報告及び今後の活動計
画紹介 
・H29 年度採択校より、30 年
度の取り組み及び今後の活動
計画紹介 

 ◆企業ブース 
・学生との交流（企業説明会
の場として機能） 
・教員・研究者との交流（研
究者の出会いの場・交流の場
として機能） 
◆日露交流支援団体ブースの
設置（留学プログラム等の紹
介の場として機能） 

昼休み 昼食（各自） ※人材交流委員会幹事会および「都市づくり」セクション 
意見交換会をランチョンミーティング形式で実施予定（並行開催） 

午後 
 

［第２部］ 
全体会議 
産官学連携についての取組紹
介・情報共有の場。 
・挨拶 
・全体説明 
・大学による発表 
・学生による発表 
・企業・自治体とのパネルディ
スカッション 
・交流会（自由懇談会） 

学生連盟打ち合わせ 午前中と同様 
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国内大学生    日露学生連盟の参画者（各大学より）20名程度（予定） 
産業界      30社程度（予定） 
自治体等     関係自治体 10~20程度（予定） 

 
９． 参加予定大学 

（日本の大学） 
・大学の世界展開力強化事業（ロシア）採択校 
［平成 26年度採択］北海道大学、東北大学、筑波大学、東京大学，新潟大学、東京大学 
［平成 29年度採択］千葉大学、東京外国語大学、東京工業大学、金沢大学、長崎大学・

福島県立医科大学、東海大学、近畿大学、 
・日露大学協会加盟校   ほか 

 
（ロシアの大学）日露大学協会加盟大学 数校 ほか 

 
１０． 会議使用言語 

午前中は日本語，午後は日本語及びロシア語（午後は同時通訳） 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


